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職
員
採
用
率
が
３
年
間
で
募
集
人
数
の
75
％
を

下
回
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
人
的
資
源
を

補
う
た
め
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
、
文
書
作
成
で

１
，
０
２
６
時
間
の
削
減
効
果
が
出
て
い
ま
す

行政サービスの維持・
向上に向けた生成ＡＩ
の活用について

答

　
政
策
部
長

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

自
由
参
加
型
の
研
修
を
年
数
回
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
実
際
に

触
れ
、
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
活
用
を
広
げ
て
い
く
考
え

で
す
。
現
在
の
利
用
率
は
約
３
割

で
す
が
、
職
員
が
活
用
で
き
る
環

境
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
業
務
削
減
効
果
に
つ
い
て

は
、
同
月
に
お
い
て
１
，
０
２
６

時
間
分
の
文
書
作
成
効
果
が
あ
っ

た
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

答

問

　
新
た
な
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
る

に
至
っ
た
理
由
、
そ
の
後
の
効
果

等
は
ど
う
か
。

　
行
政
課
題
の
解
決
に
向
け
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
可
能
性
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

問

問

髙取  誠隆 議員

新
た
な
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
る
に
至
っ
た
理
由
、
そ
の
後

新
た
な
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
る
に
至
っ
た
理
由
、
そ
の
後

の
効
果
等
は
ど
う
か

の
効
果
等
は
ど
う
か

　
政
策
部
長

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上

し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
成
Ａ
Ｉ

を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
が
喫
緊
の
テ
ー
マ
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は

令
和
５
年
度
か
ら
生
成
Ａ
Ｉ
の
試

行
を
開
始
し
、
令
和
６
年
度
か
ら

本
格
運
用
、
令
和
７
年
12
月
か
ら

は
全
正
規
職
員
が
利
用
で
き
る
環

境
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
政
策
部
長

　
本
市
で
は
、
人
材
確
保
が
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
こ
こ
３
年
間
の

採
用
率
が
募
集
人
数
に
対
し
て

75
％
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、不
足
す
る
人
的
資
源
を
補
い
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
成
Ａ
Ｉ
の

導
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現

在
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
で
き
る
職

員
数
は
６
１
５
人
で
あ
り
、
令

和
８
年
５
月
の
利
用
実
績
で
は

１
８
１
人
が
活
用
し
て
い
ま
す
。

答

答

　
職
員
向
け
の
研
修
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

問

　
政
策
部
長

　
行
政
の
Ｄ
Ｘ
化
推
進
を
所
管
し

て
い
る
部
署
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
導

入
に
つ
い
て
も
担
当
し
ま
し
た
。

今
後
は
活
用
す
る
業
務
の
内
容
に

応
じ
て
、
実
際
に
そ
の
業
務
を
所

管
す
る
部
署
が
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
の
で
、
よ
り
効
率
的
な
運
用

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

答 　
政
策
部
で
管
理
す
る
こ
と
が
、

一
番
効
率
的
と
い
う
こ
と
か
。

問
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整
方
地
畿
近
省
通
交
土
国
で
長
議
と
長
市
の
市
３

、
は
に
省
務
財、
省
交
国、
を
望
要
接
直
の
へ
局
備

業
事
や
保
確
算
予
の
へ
省
両
る
よ
に
長
市
の
市
３

す
で
中
整
調
に
め
た
う
行
を
望
要
の
捗
進

滋賀県産業用地開発事業
をより良い事業に導くた
めに

答

　

長
部
光
観
工
商

　

興
振
業
産
で
進
推
の
地
立
業
企

、
り
お
て
し
待
期
を
出
創
用
雇
や

境
環
て
育
子
や
し
ら
暮
の
で
島
高 答

問

　

ま
今
、
は
へ
省
交
国
や
省
務
財

仕
の
望
要
た
げ
上
を
ア
ギ
り
よ
で

。
か
の
る
れ
さ
を
方

。
す
ま
き
い
て
け
か
き
働

　

の
る
い
て
え
考
う
ど
は
型
ド
イ
メ

。
か

　

和
令

し
そ
、
成
造
ら
か
度
年

道
国
、
り
あ
で
定
予
の
譲
分
て

口
駄
の
号
１
６
１

整
の
間
口
野

第
ス
パ
イ
バ
北
湖
、
と
化
業
事
備

急
早
を
備
整
の
浜
西
津
海
区
工
４

う
ど
が
る
え
考
と
き
べ
る
め
進
に

。
か

問問

問

磯部  亜希 議員

、
て
い
つ
に
備
整
の
号
１
６
１
道
国
る
す
係
関
に
発
開
地
用
業
産

の
望
要
た
げ
上
を
ア
ギ
り
よ
で
ま
今
、
は
へ
省
交
国
や
省
務
財

か
の
る
れ
さ
を
方
仕

　

長
部
備
整
市
都

　

化
靭
強
ス
セ
ク
ア
の
へ
市
賀
敦

化
業
事
、
り
あ
で
欠
可
不
要
必
は

、
成
完
期
早
の
間
区
る
い
て
れ
さ

、
て
け
向
に
化
業
事
期
早
の
備
整

成
構
で
市
津
大
、
市
賀
敦
と
市
本

備
整
良
改
号
１
６
１
道
国
「
る
す

動
活
望
要
の
」
会
盟
同
成
期
進
促

く
強
へ
省
務
財
、
省
通
交
土
国
で

　

長
部
備
整
市
都

　

下
月
７
で
長
議
と
長
市
の
市
３

備
整
方
地
畿
近
省
通
交
土
国
に
旬

、
省
交
国
、
を
望
要
接
直
の
へ
局

市
３
に
旬
上
月
８
、
は
に
省
務
財

確
算
予
の
へ
省
両
る
よ
に
長
市
の

た
う
行
を
望
要
の
捗
進
業
事
や
保

。
す
で
中
整
調
に
め

　

長
部
光
観
工
商

　

性
能
可
の
更
変
で
等
査
調
質
土

せ
ま
り
あ
は
で
期
時
る
す
択
選
を

確
や
制
抑
の
ト
ス
コ
発
開
、
が
ん

え
考
と
い
た
げ
な
つ
に
地
立
な
実

。
す
ま
い
て

答

答

答　

通
見
の
来
将
る
よ
に
業
事
本

き
べ
す
備
準
や
望
展
の
後
今
、
し

。
は
と
こ 問

　

長
部
備
整
市
都

　

お
て
し
と
る
め
進
を
大
拡
の
域
地

定
指
域
地
途
用
と
局
部
係
関
、
り

ま
き
い
て
め
進
を
整
調
・
議
協
の

。
す

　

長
部
光
観
工
商

　

り
ま
集
の
で
界
業
産
や
界
済
経

か
長
市
に
業
企
た
し
会
面
や
場
の

ま
い
て
し
せ
ら
知
お
を
業
事
本
ら

は
へ
業
企
い
高
の
向
意
地
立
。
す

。
す
ま
き
い
で

で

ん
組
り
取
て 答答 　

工
準
が
地
用
は
で
図
画
計
市
都

。
か
ま
ま
の
そ

　

。
か
う
ど
は
て
い
つ
に 問問

要
必
が
と
こ
く
い
て
げ
な
つ
に
加

。
す
ま
い
て
え
考
と


